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香川県言語聴覚士会定時社員総会について       香川大学医学部附属病院  角谷  英樹   

 

令和 2年 6月 14日（日）に開催を予定しておりました、令和 2年度香川県言語聴覚士会定時社員総会は、新型

コロナウイルスの感染拡大防止のため中止することとなりました。また、同日開催予定の研修会、香川大学医学

部耳鼻咽喉科頭頚部外科、印藤加奈子先生のご講演「耳鼻咽頭科における嚥下評価と指導」も残念ながら中

止となりました。 

令和 2 年度県士会総会議案については、社員総会の代わりの方法として Google フォームによる議決権行使を

採用し、会員のみなさまより過半数以上を満たす 112 名の議決権行使をいただくことができました。これを受け

て 6月 14日に最小限の人数にて総会を開催し議案は全会一致で承認されました。 

新型コロナウイルスによる影響で、各活動や学術集会など平常どおり運営・参加できるまで見通しがつきにくい

状況ですが、武島会長のもと各会員のみなさまが力を合わせてこの状況を乗り切り一日も早い事態の収束を切

に望みます。 

地域包括ケアシステム委員会より                 地域医療部  部長  合田  佳史  

 

地域包括ケアシステム委員会では、10 月以降で、POS 合同事業として①地域ケア会議推進リーダー導入研修

会、②介護予防推進リーダー導入研修会、③香川県認知症予防運動指導者養成研修会、④第 6回香川県地域

リハビリテーション合同研修会の開催を計画しております。併せて、香川県認知症予防キャラバン事業やリハビ

リテーション従事者派遣事業（地域ケア会議、介護予防教室等）への会員の派遣を行っていきます。また、日本

言語聴覚士協会地域リハビリテーション活動支援事業初期研修会の開催も予定しております。詳細が決まりま

したらご連絡いたしますので、その際には積極的なご参加・ご協力をお願いいたします。 

失語症カフェ準備委員会より                   地域医療部  部長  合田  佳史  

 

今年度は、10 月 25 日（日）、11 月 29 日（日）、1 月 17 日（日）、3 月 21 日（日）の計 4 回の失語症カフェを計画

しております。また、失語症カフェでは令和 2年度香川県失語症者向け意思疎通支援者養成講習会の実技実習

の場として失語症者向け意思疎通支援者養成委員会とも協力して運営してまいります。失語症カフェでは参加

者はもちろん、ボランティアとして一緒に活動していただける方も随時募集しております。詳細が決まりましたら

ご連絡したしますので、積極的なご協力をお願いいたします。 
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こどもサポート委員会より                     地域医療部  部長  合田  佳史  

 

こどもサポート委員では、10 月以降で、POS 合同事業として 3 回の研修会、症例報告会の開催を計画しており

ます。また、県内でセラピストが活躍している病院・施設・事業所などの MAP 作りや行政や一般住民むけのリー

フレットの作成を計画しております。県士会会員の皆様にもMAP作りにおいての情報提供をご依頼することがあ

ると思いますのでご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

四国こどもとおとなの医療センターで行っている小児聴力検査について  広報部  高木  威一郎  

 

こんにちは。広報部の高木威一郎です。今回は私の働いている四国こどもとおとなの医療センターで行っている

診療の一つ、小児聴力検査についてお話したいと思います。 

 まず、簡単に四国こどもとおとなの医療センターについてご紹介いたします。当病院は２０１３年に主として成人

医療を提供していた善通寺病院と、小児・成育医療を提供していた香川小児病院を統合し、新たに発足した病

院です。リハビリの対象疾患としては、成人医療部門では急性期脳血管疾患、頭部外傷およびそのほかの脳損

傷、誤嚥性肺炎などで入院される摂食機能療法対象患者のリハビリテーションを中心に行っております。小児・

成育医療部門では自閉症、ADHD、機能性構音障害、口蓋裂、吃音などの疾患のリハビリテーションを中心に行

っています。また、小児聴力検査、乳幼児健診などの業務も行っています。 

 当院では毎週金曜日に小児耳鼻科外来があり、外来で来られたお子様に聴力検査を行っています。小児聴力

検査は、検査内容や進め方が成人聴力検査とは少し違っています。代表的な検査としてはピープショウ検査、

遊戯聴力検査、COR などがありますが、こどもに興味を持ってもらうように間の取り方や、接し方に工夫が必要

です。対象のこどもの疾患も多様で、聴覚障害のみのこども、自閉症、ダウン症、ADHD、時には心因性難聴の

こどももいます。こどもが飽きてしまったり、嫌がったり、時にはふざけてしまうことがあるので、進め方を間違うと

検査にならなくなってしまいます。 

 私も、２年間ほど担当させていただきましたが、聴力検査の日はいつものリハビリ業務とは違った緊張感があ

ったことを覚えています。 

   

 

 

 

ピープショウテスト 小児聴力検査担当の綾田 ST 
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だんらんをコーディネートする「びぃどろ」の紹介               広報部  川野雅英  

 

COVID-19 が蔓延する世の中において ST の新しい働き方として見出せるかと思い今回フリーランスで働く

言語聴覚士をご紹介させて頂きます。 

 

【長岡菜都子さん(だんらんコーディネーター)】※NHKで取り上げられたときの紹介文です。 

リハビリテーション専門職である言語聴覚士の国家資格を所有。病院勤務を経て、訪問看護ステーション

に入職。以後 12 年間で、訪問リハビリテーションを学ぶ。対象は乳幼児から高齢者まで幅広く、病気や障

害を抱えながらも、いかにして家族とともに充実した温かい生活を送れるかにこだわり、支援している。 

現在は病気や障害を抱える当事者に対し、『個別』ではなく、家庭や関係施設へ『戸別』に訪問し、主に「は

なすこと」「たべること」に関する、赤ちゃんの育み支援、こどもの学び支援、成人・高齢者の生活支援を行

っている。 

その他、医療・福祉・介護・教育施設等への外部講師等も行い、「はなすこと」「たべること」のバリアフリーを

目指し活動中。 

 

「セラピストの働き方を変えるキーワード」                        言語聴覚士  長岡菜都子さん 

私は病院 2 年、訪問看護ステーション 12 年経験後に独立し、「びぃどろ」を設立しました。これは対象者を「個

別」ではなく、その個人を取り囲む施設・病院・学校・地域を丸ごとみんな「戸別」に支援するための事業としてス

タートしました。開設当初は施設アドバイザーや自宅への訪問を中心に活動していましたが、オンライン事業の

拡大を行い、現在では「個人向け」と「法人向け」サービスを展開しています。前者には、1対 1で行うビデオ通話

型の相談室と、相談動画を評価し、解説動画にしてお返しするメール相談室があります。後者には、施設の利用

者や環境に対するメール相談や動画指導に加え、症例検討や研修等も行なっています。 

 働く中で「個人」向けの対応に追われ、環境調整が追いつかないことは多々あります。その中で、環境をまるご

と整える「戸別」支援、そして、時間や場所を選ばない「オンライン」は、いずれも今後のセラピストの働き方を変

えていくキーワードになると感じています。  
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びぃどろ自己紹介            ホームページ 

 

新型コロナウイルス感染症について 

 

各医療団体の診療指針について掲載されているサイトです。ご参考にしてください。  

  

新型コロナウイルス感染症にかかる臨床業務における基本的対応事項（日本言語聴覚士協会）   

COVID-19感染症に関連する緊急調査結果も掲載されています。 

https://www.japanslht.or.jp/article/article_1312.html 

 

新型コロナウイルス感染症流行期における嚥下障害診療指針（日本嚥下医学会）   

総説 緒言及び本指針で用いる用語の解説と基本姿勢 

各論 嚥下障害の診察検査 嚥下訓練 口腔ケアなど 

http://www.ssdj.med.kyushu-u.ac.jp/new/detail/?masterid=113  

 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に対する注意喚起（日本摂食嚥下リハビリテーション学会） 

 https://www.jsdr.or.jp/news/news_covid-19.html 

 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の治療と予防に関する栄養学的提言（日本臨床栄養代謝学会） 

 https://www.jspen.or.jp/covid-19/ 

 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）について（日本呼吸ケア・リハビリテーション学会） 

 http://www.jsrcr.jp/modules/news/index.php?page=article&storyid=178 

 

コロナ禍で見直す、感染予防の理論と実践（日本理学療法士協会） 

http://www.japanpt.or.jp/info/20200430_04.html?fbclid=IwAR0TNyXivl3J6YFYZ92m_Y8n6J-

PcMLjxf3vCXKzLWZjfxcpaNKUkz0RNqI 

 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のリハと栄養に関する情報リンク集（日本リハビリテーション栄養学会） 

 https://sites.google.com/site/jsrhnt/link/xin-xingkoronauirusu-guan-lian 

 

新型コロナウイルス感染症について（厚生労働省）  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html 

https://www.jspen.or.jp/covid-19/

